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第 ５ 回 クラシエ 漢 方 講 演 会 ｉｎ 静 岡

拝啓

時下,先生方におかれましては益々ご清祥の事とお慶び申し上げます.

この度,下記の要領にて漢方勉強会を行う運びとなりました.

ご多忙のところ誠に恐縮ですが,是非ともご参加頂きたく御案内申し上げます.

敬具

日 時 平成 ２8 年７ 月 ２０ 日（水）１９：１５ ～ ２ １：００

※講演会終了後,意見交換会を予定いたしております.

会 場 静岡第一ホテル２Ｆ 富士 静岡市駿河区泉町１－２１
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座 長

講 師

演 題

東新田福地診療院 院長 福地 康紀 先生

つちうら東口クリニック 院長 川嶋 浩一郎 先生

１９：３０『構成生薬の特徴から補剤を使い分ける』

情報提供 １９：１５『クラシエ漢方製剤のご紹介』
クラシエ薬品株式会社 医薬学術部
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クラシエ薬品（株）は先生の個人情報を重要なものと認識し,プライバシーポリシー,個人情報保護規定等を定め,個人情報保護に努めております.
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【 会場案内 】

◆ 電車でお越しの場合（静岡駅より徒歩約７分）

駐車場の数に限りがあります。満車の場合は近隣駐車場（有料）をご利用ください.

公共交通機関のご利用をお願いいたします.

川嶋先生より － 講 演 要 旨 －

日本の夏は、 猛暑と冷房という最も大きな温度差の

ある季節であり、 日頃から体力のない人にとっては、

環境温度の変化に体がついて行けずに夏バテしてしまうので、

過酷な季節といえるのではないでしょうか。

日本の夏は漢方治療に於いて最も補剤が注目される季節であろうと思います。

そこで、今回の漢方勉強会では、

夏バテに限らず、漢方薬の補剤と呼ばれる処方の特徴と

使い分けについて、もう少し深く学んでみたいと考えました。

構成生薬から補剤の特徴についてアプローチしてみたいと思います。

具体的には、まず補陰、補陽、補気、補血、補津液（水）、補肝、補心、補脾、補肺、補腎の意味と

代表的な生薬の働きと使い分けを知った上で、最も強力な補剤生薬の作業集団である

「人参」＋「黄者」＋「白朮」を含むエキス剤について、

『補中益気湯』『十全大補湯』『人参養栄湯』『加味帰脾湯（帰脾湯）』『半夏白朮天麻湯』

『清暑益気湯』『大防風湯』と、白朮を茯苓に変更した「人参」＋「黄者」＋「茯苓」の

『清心蓮子飲』について処方イメージを明確にしたいと思います。

この処方の中から、さらに補腎効果の地黄が加えられている処方は、『十全大補湯』『人参養栄湯』

『大防風湯』だけですので、補腎を加えることの意義と使い分けについても考えてみたいと思います。

◆ お車でお越しの場合（静岡インターより約１０分）


